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そ
の
後
中
華
民
国
は
領
土
と
人
民
の
信
望
を
失
い
、
そ
の
地
域
は
中
華
人
民
共
和
国
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
右
事
実
を
認

め
る
か
。
当
面
の
戰
争
の
相
手
国
で
あ
つ
た
中
華
人
民
共
和
国
は
、
今
日
で
は
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
日
本
政
府
の
よ
う
に

卑
屈(

占
領
下
と
は
い
え
日
本
政
府
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
び
態
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。)

で
は
な
い
。
堂
々
と
主
張
し
、
堂
々
と
行
動

を
起
す
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
新
興
の
大
国
、
戰
争
の
当
面
の
相
手
国
で
あ
つ
た
中
華
人
民
共
和
国
を
除
外
し
て
講
和

を
結
ん
で
は
、
政
府
の
い
う
單
独
講
和
、
多
面
講
和
條
約
締
結
後
の
中
日
関
係
は
ど
う
な
り
、
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。 

右
の
よ
う
な
中
日
関
係
な
ん
か
を
考
慮
せ
ず
に
、
單
独
講
和
、
多
面
講
和
を
結
ぶ
つ
も
り
か
。
又
、
多
面
講
和
、
單
独
講

和
と
は
命
令
か
。
日
本
人
の
同
意
と
か
納
得
を
必
要
と
し
な
い
も
の
か
。 

ア
メ
リ
カ
指
導
下
の
講
和
形
式
に
は
、
吉
田
自
由
党
政
府
は
非
常
に
満
足
ら
し
い
が
、
第
二
次
大
戰(

大
東
亜
戰
争)

の
発

端
は
、
中
華
民
国
並
び
に
中
国
共
産
党
地
域
と
の
戰
い
で
あ
つ
た
と
思
う
が
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 

單
独
講
和
、
多
面
講
和
の
名
目
の
も
と
に
日
本
人
を
米
国
が
き
め
た
対
日
不

等
国
交
の
わ
く
の
中
に
拘
束
す
る
こ
と
か
。 
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